
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

志津中学校 5 本柱 

１. 挨拶をする 

２. 清掃を一生懸命にする 

３. 人の話を聞く 

４. 時間を守る 

５. 歌声を盛んにする １１月号 令和７年１１月４日発行 

芸術の秋に実る   ～歌声活動から学ぶこと～ 

校長 村上 武宏 

秋も深まり、新聞等では紅葉の便りも聞かれるようになってきました。昇降口前の落ち葉も日ごと

に多くなってきて、先日は、朝早く登校した３年生の生徒たちが職員と一緒に落ち葉集めをしてくれ

ていました。朝夕の冷え込みも厳しくなりましたが、寒暖の差から生徒たちが、体調を崩すことのな

いように体調管理の徹底を学校全体で伝えていきたいと思います。特に３年生にとっては、進路実現

に向けた大切な試験が控えていますのでご家庭でのご協力もよろしくお願いいたします。 

「芸術の秋」と言われるように、この時期には例年さまざまな芸術分野の発表・コンクールが行わ

れます。１０月１９日には、全日本吹奏楽コンクールが行われました。高校の部は、千葉県の学校で

は、幕張総合高校が２年連続の金賞、柏市立柏高校が銀賞、習志野市立習志野高校が銅賞をとりまし

た。習志野高校は、京成線沿線の学校ということもあって、とても身近なイメージがあります。今年

で、１３大会連続、通算 38回目の全国大会出場になるのだそうです。以前、習志野高校吹奏楽部につ

いて、練習の取り組みを取材した記事を読んだことがあります。毎年、部員は 2００人を超え、「習高

サウンド」と呼ばれる伝統の音を守り続けており、部の活動場所である音楽室に掲げられた行事予定

表には、びっしりと大会やコンサートの予定が書きこまれているそうです。週に 1 回は本番があるの

で、1年でおよそ 50公演と公立高校としては、想像を超える規模で活動しています。習志野高校の練

習で印象的なのは、部全体で音をそろえる意識を共有するため、楽器演奏だけでなく、全員での合唱

を欠かさないことです。音がそろうまで何回でも繰り返し歌うそうです。当時の３年生は、「歌は未経

験の人も多く、全員で声をそろえるだけでも大変です。でも、みんなが一つになって音色を合わせよ

うという気持ちを楽器演奏にも生かしています」とコメントしていました。全国的に注目される吹奏

楽部ですが、１３年連続で出場するまでの道のりは、全国大会常連校であっても、けっして平坦なも

のではなく日々の努力があることがよく分かります。レベルは違えども、中学生の音楽活動のお手本

にもなる姿がそこにはあるように思いました。そして、高校野球の応援で有名な習志野高校の「美爆

音」に多くの人が感動しますが、心を揺さぶるあの演奏は、部員たちの心を一つにした音色の結集な

のだと思います。 

さて、２３日には、「歌美会～咲きほこれ６７５の花～」をテーマに、令和７年度合唱祭が開催され

ました。どのクラスも中間発表会の時よりも厚みのある一体感が生まれていて、体育館いっぱいに美

しいハーモニーを響かせていました。特に、３年生の合唱は完成度が高く、これまでの取り組みや中

学校最後の合唱祭への強い思いが伝わってきて、目頭が熱くなりました。講師の會田先生の講評では、

「どの学年も指揮者を中心にクラス全員が力を出し合って歌を創り上げている雰囲気が好印象だっ

た」、「聴いている生徒の姿勢もよく全体で合唱祭への意識の高い雰囲気づくりができていた」などの

お話をいただきました。また、全クラスへ書いてくれた講評用紙の中にも生徒たちが作り上げてきた

合唱に、たくさんのコメントをいただきました。３年生へのコメントの中には、「全員野球という言葉

を思い起こさせるようなクラス一丸となった合唱」「指揮者が魂を込めて振っているのが後ろ姿からも

わかる」「この曲のテーマをどう表現するかをクラス全員で共有している」「パートごとの声の色、響

きがよくそろっていた」「全員で丁寧にこの曲を育ててきたことがわかる」など、男女のかけ合いのチ

ームワークのよさを感じる合唱だったことが多く書いてありました。合唱に精通する先生からこのよ

うな生徒の成長ぶりを評価していただけたことはとてもうれしく思いました。合唱は、確かな音程や、

ハーモニーの美しさに加えて、共に歌う仲間たちとともに曲のメッセージを届けたいという気持ちの

強さが人に感動を与えます。生徒たちは、小中学校時代にクラスの友だちとみんなで歌う合唱を経験

しますが、そこで学んだ「一体感や協力性」などは、その後の人生にも生かされる大切なことなのだ

と思います。今年度も残り５カ月となりましたが、歌声活動の灯が消えることなく、大志祭や卒業式

では、思いのこもった歌声を披露してくれることを期待しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ １１月の行事予定 ～ 
３（月）文化の日            １９（水）３年三者面談①（３年給食後下校） 

４（火）ふれあい交流会（ときわぎ）        １・２年教育相談①（希望制） 

      生活・いじめアンケート配付   ２０（木）３年三者面談②（３年給食後下校）      

      ３年定期試験返却開始 一斉下校      １・２年教育相談②（希望制） 

  ５（水）２年校外学習          ２１（金）３年三者面談③（３年給食後下校）      

  ６（木）３年到達度試験④        ２３（日）勤労感謝の日           

７（金）３年子育て理解講座       ２４（月）振替休日      

 １０（月）一斉下校            ２５（火）３年三者面談④（３年給食後下校） 

 １２（木）セクハラ・体罰アンケート         学年優先日 一斉下校 

 １３（木）教育ミニ集会          ２６（火）三者面談⑤（３年給食後下校） 

 １４（金）全校評議会                環境整備活動 校内授業研修会 

      ３年あゆみ発行         ２７（木）歯科管理検診 

１７（月）３年評定確認書配付            大志祭実行委員会 

 １８（火）専門委員会           ２８（金）私立受験校決定確認書提出〆切 

      市長特別授業（３年）   

１１月１３日（木）「教育ミニ集会(ネット安全教室)」へご参加ください 
本校でもＳＮＳ等でのトラブルが少なからず見受けられることから、この度千葉県警に依頼し、講

師の先生をお招きしてネット安全教室を実施することとなりました。 

つきましては、せっかくの機会となることから、保護者の皆様も参加可能な「教育ミニ集会」とし

て、下記のとおり開催しますので、ぜひご参加ください。全学年の保護者の方の参加が可能です。 
 

＜日 時＞ 令和７年１１月１３日（木）１３：１５～１４：２０（受付１３：００～１３：１５) 

＜会 場＞ 佐倉市立志津中学校 体育館 

＜内 容＞ 「ＳＮＳの正しい使い方」 

＜講 師＞ 千葉県警察本部生活安全部サイバー犯罪対策課対策係 齋藤 善久 様 

※ 参加を希望される場合は、以下のＵＲＬから、１１月１２日までに Microsoft Forms にてお申

し込みください。    https://forms.office.com/r/WGPtvK78Pz 

 

 １１月２６日（水）環境整備活動にご協力をお願いします 
１学期に引き続き、保護者の皆様からボランティア を募り、１１月２６日（水）に、校庭周りの環

境整備活動を行います。今回は、落ち葉拾いや除草作業、樹木の剪定等を予定しています。地域の方

もご参加くださると伺っておりますので、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 
 

＜活 動 日＞ １１月２６日（水）９：３０～１０：３０（９：１５受付開始） 

       （予備日）１２月２日（火） 

   ＜持 ち 物＞ 軍手、鎌、熊手等（お持ちであれば）、帽子、水筒、タオル等 

   ＜集合場所＞ 体育館前  

※ ご協力いただける方は、以下のＵＲＬコードから、Forms にてお申し込みください。 

https://forms.office.com/r/sDmJ7fWGid 

 

トイレ改修工事が第２期に入ります 
 ７月より本格的に始まった改修工事ですが、１１月中旬に３号館と本館西側の改修が終了します。

３号館は老朽化のため全面リニューアルとなりました。１１月より順次本館東側、２号館そして体育

館のトイレの改修が始まります。そのうち本館１階の職員トイレは、非常時に避難所として利用され

ることから、多目的トイレが設置されることになり、全面的に改修されます。その他の 

トイレは、和式便所を撤去し、洋式トイレを設置することがメインの工事内容となって 

おります。工事期間中、２年生・３年生の皆さんには、大きな音も出て、不便をかける 

ことになろうかと思いますが、ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

https://forms.office.com/r/WGPtvK78Pz
https://forms.office.com/r/sDmJ7fWGid

